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厚生労働省は 2015 年度（平成 27 年度）の介護保険制度改正の際

に，地域包括ケアシステムの構築に向けて充実すべき地域支援事業

として，①在宅医療・介護連携の推進，②認知症施策の推進，③地

域ケア会議の推進，④生活支援サービスの充実・強化を挙げた．ま

た，地域包括ケア研究会が地域包括ケアシステムを「植木鉢」のイ

ラストに模式化していることは周知の通りである．そして，OT が

生活行為向上マネジメントを実施する際は，この植木鉢を構成する

要素を意識したプロセスが大変重要だと私は認識している．さら

に，各自治体が地域包括ケアの実現を目指す中，リハ専門職が果た

すべき役割への期待が拡大していることも感じている．とりわけ

OT は医療と介護の両面を理解する視点をもち，本人・家族の思い

に寄り添いつつ，保健や福祉等，多職種協働する職種として認識さ

れはじめているし，そうあるべきであると思う．

本特集では，地域ケア会議の概要，地域ケア会議に参加する際の

心構えと留意点，地域ケア会議と多職種協働，地域ケア会議と作業

療法等について，さまざまな立場から解説いただいた．地域ケア会

議を経験しているOTはいうまでもなく，これから参加するOTに

はぜひとも参考にしていただき，会議の場での活躍を期待している．

（紅野 勉)

特集にあたって

地域で役立つOTになるために
―地域ケア会議編

企画担当

紅野 勉（池端病院，OT）

中村春基（日本作業療法士協会，会長・OT）

竹内さをり（甲南女子大学，OT）©
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